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平
成
詑
年
4
月
1
自
に
労
働
基
準
法
が

改
正
さ
れ
て
約
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。
本

稿
で
は
、
根
本
規
定
で
あ
る
労
働
義
準
法

の
改
正
に
焦
点
後
滋
て
、
改
め
て
・
中
小
企

業
の
定
義
や
基
本
的
な
法
改
正
に
伴
う
労

使
協
定
警
の
再
締
結
と
い
う
畿
点
か
ら
、

社
内
規
定
の
基
礎
固
め
に
つ
い
て
触
れ
て

い
き
た
い
と
聴
い
ま
守
。

融
縫
い
し
て
い
る

中
小
事
業
主
の
定
義

け
て
い
る
の
で
、

な
い
ん
で
す
よ
。

私
/
そ
れ
は
法
人
税
法
か
ら
み

議
の
範
度
で
す
よ
ね
?

社
長
/
よ
く
わ
か
り
ま
性
ん
が
、

ペ
ノ
ん
守
ず
か
?

受
け
て
い
る
か
い
な
い
ー
か

い
?
夕
方
が
多
い
の

7関 
ーがつ九ず判明こ、

ャ 

h

i
l

で
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
こ
で
、
本
題
に
入
る
前
に
、
今
一
度
、

総
本 
約
九
四
中
小
事
業
、
双
の
定
議
会
お
さ
ら

い
し
て
お
き
ま
=
〕
ょ
う
。

場
合
、

の
滋
用
を
受
一
一
げ
て
い
る

中
小
企
業
の
基
準
は
、
期
末
資
本て

川
崎
、
図
ー
の
よ
う
に
な
、
り
ま
寸 

い
と

忠
つ
と
い
た
た
め
に
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
中
小
食
業
政
業
な
ど
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
…
度
見
直
し
て
み
て
は
い

か
が
で 
3

〕
よ
ろ
か
?

労
鮪
基
準
法
韓
正
の
ポ
イ
ン
ト

さ
て
、
こ
こ

攻
め
て
今
回
ホ

に
説
明
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

年
4
月
1
3
に

は
大
き
く
次
の

で
き
ま
す
っ

号
時
閣
外
労
働
の
罷
璽
纂
準
の
児
童
し

暇
の
取
得

悟
年
次
有
話
休
暇
の
時
簡
単
笹
付
与

先
に
解
説
し
ま
し
た
出
1

に
該
当
マ
る
場
合
に
は
、
前
記

家
く
だ
さ
い
っ

中IJ¥事業主の範閥

ヴ州、

?
っ
尚
小
企

V

て
の
環
日

業
の
範
囲
と 

つ
の
は
、
法
律
に
よ
っ
て

ま
%
ま
ち
な
ん
で
す
よ
。

)
と
つ
で
あ
る
ん
で
す
が
?

こ
れ
は
不
思
議
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
、
吃

と
い
う
怠
味
?
と
ら
え
て
い
る
の

ん
し
、

e

こ
の
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一
一
向
田
丸
外
労
働
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隈
鹿
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一
準

と
さ
れ
た
こ 
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そして企業年金を琵渡す時がきた

限度基準間2

遡3

c

特別条瑛付協定の例

認
を
超
え
な
い
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
寸
(
い
わ
ゆ
る

」

た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
限
凌
時
間
ユ
内

の
待
問
の
一
定
期
誌
に
つ
い
て
の
延
長
一
符

間
を
定
め
、
か
っ
、
限
度
待
問
を
総
よ
ん
で

J
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つ

て

は

、

一

長
時
間
は
、
区
2

と
い

ま
す
c 

※ 
葬長 一定期間について幾必ずることがマきる待問

は、� Iヶ月につき� 45終問、� 1年につき� 360待問とする� C

ただし、下誌にあげる特別の当事務が生じたときには、

労働組合への通告により、� 1ヶ月について延長時践を� 

80時間まで� (1ヶ月についての延長時絢ゑ斗5待問を溜

える閥数はl年のうち半分以内)、� 1年についての延災

時開会600待問玄で延長することができるの

第ひ条 前条但し警警きの定めにより、前条本文iこ定め

る時間告と総えた終践の労働にl現しては、通常の後念の

時
醤
称
暇
の
取
得

Jm

h

v

'

m

J

こ
れ
に
関
し
で
は
、

J

!

滋
必
し
て
い
る
事
品

ら
わ
い
て
い
ま
す
の
で
、

下 

い
た
だ
い
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。
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、
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日
に
関
し
て
簡

じ
て
い
き
ま
す
。

見
直
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2
割 
5
八
刀
起
に
す
る
よ
う
に
努
め
る

(
努
力
規
定
)

あ
く
ま
で
努

9

刀
議

工
)
で
聞
き
な
れ
な
い
一
言
葉
と
し
て

円ド
 

てめ

る

こ

と

で

、

(

活

協

定
)
の
限
度
湾
問
を
越
え
る
こ
と
が

る
と
い
う
規
定
で
す
。

に
な
っ
て
、
お
げ
ま
す
。 
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そ
の
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い
ま
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で
は
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ま
せ
ん
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だ
と
す
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と
、
も
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い

る
の
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c

密
部
次
有
結
休
織
の
時
間
単
位
付
与

-
乏
な
舟
内
容
と
し
て
は
、

予
〕
て
与
え
る
こ
と
が
で
一
さ
る
こ
と
と
さ
れ

る
有
給
休
暇
の
日
数
合 

以
内
の
総
聞

5
E

で
定
め
る
こ
と
が
マ
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た 
c

別
の
言
い
方
令
す
れ
ば
、

っ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
法

定
休
日
の
定
義
を
再
境
線
認
し
て
み
る

と

、

ぺ

せ

還

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
街 

半
な
表
に
ま
と
め
て
み
る
と
問
委
の

uh

よ
よ
ノ
に
〈
ど
り
ま
す 
c

さ
ら
に
今
回
の
制
約
授
で
は
、
代
替
休
暇

の
付
与
と
い
う
自
民
度
い
か
新
た
に
で
き
ま 
2

〕

た
。
労
使
協
を
の
締
結
か
つ
就
業
経
郎
へ

記
載
と
い
う
要
件
を
満
た
す
こ
と
勺
制
約
増

賃
金
の
支
払
い
に
代
え
て
休
炉
問
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
制
度
で
す
っ

な
お
、
代
替
休
践
を
奴
得
、
す
る
か
ど
う

か
の
判
断
は
労
俊
衰
の
意
思
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
使
用
者
か
ら
の
強
制
マ
与
え
る

ん
の
で
く
れ
ぐ
れ
も 

一
方
、
滋
体 
2
5
でl

ぃ
、
つ
こ
と
に
な
り
ま
ナ
ん
就
業

の
よ
う
に
ん
定
め
て
お
く
こ
と
が

時間外労f数十

休日労働十

〉内は今回の改正点

月60時簡を超えた碍認外労働の時間数 x換算率

換算惑とは、「代替休限を取得しなかった場合に支払うこととな

る審~t援護憲念家 (50%以上L から「代替休暇を支払うこととされる

割矯資念率 (25%以上)J を引いた数値を使います。

では、具体的な例でJ!ていきましょう。 1ヶ月に80時間の雲寺間外

労懲をしたケ スを惣2をしてみます。

この会社の 1臼の所定労録時間は8時間。月 60時間以下の時間外労

働の読ま議官霊会霊祭は25%台そして、今臨の改正で月初終踏を滋える超

と定めたどしますG すると換

算率(;): r50%-25%=25%Jということになり話ごすの

よって、代替体鍛を与えることができる待問数は…

(80時務 60時間) x25%立 5時間

ということになります。

なお、代替休暇の単位は、 1おまたは半日とされ、殿様期間 !;):2ヶ

月以内とされています。これを図解すると下記のようになります。 

50% 

25% 

通常手〉笈念

30 輔 

深夜祭

35%以上 

25%以上

(75%)以上 

60%以上



シA
L
J

w
」
♂

り
ま
す
。
平
成
…

調
べ
に
よ
る
と
、
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ら
ふ
公
い
の
で
、
す
。

外
手
当
が
確
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
他
な

い
と
い
ろ
こ
と
は
割
増
率
を
乗
じ
た
持
、
間

場
合
に
所
{
一
心
労
働
時
間
を
把
握 

て
い
な

r

)

口
肉
体
は
問
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
そ
の

い
る
会
社
も
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と

の
年
夜
あ
る
い
は
月
の
所
定
労

一
実
は
向
炉
、
くの

、、下一

と
思
い
ま
す
。 概

要
注
ご
寝
解
い
た
だ
け
た
か

一却さ
 

3

ま
し
た 
c

辻
、
そ
し
て
、
今
回
の
労
働
基
準
法
ま
正

に
浮
い
労
数
基
準
監
督
署
の
調
査
な
ど
に

よ
り
、
こ
こ
に
き
て
発
覚
し
始
め
た
か
ら

な
の
で
す
。

3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ざ
う
と
説
明
し
て
き

に
お
け
る 

ナ
ー
;
な
ど
の
参
抗
に
よ
り
、
時
四
同
外
労
働

や
未
払
い
賃
金
な
ど
に
は
細
心
の
注
意
を

払
い
十
合
理
解
し
て
き
て
い
る
は
ず
の
や

小
事
業
主
が
多
い
中
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
高
い
数
値
が
出
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ

ろ
か
?
そ
れ
ば
、
久
々
に
始
ま
っ
た

与
さ
れ
て
い
ふ
労
働
者
に
お
い
て
は
、
比

例
'
寸
与
さ
れ
る
日
数
の
範
囲
内
で
定
め
る

こ
こ
に
な
り
ま
す
。

で
之
、
:

時
醗
持
労
髄
に
擁
す
る
理
解
一
不
起

な
お
、
年
次
有
給
休
暇
が
比
例
付

イ
ン
タ
ー
:
丸
ツ
ト
の
普
及
や
多
種
セ
ミ

な

り

ま

ナ

乙

凶 

6
の
よ
、
つ
な
労

使
協
定
サ
ン
プ
ル
に
な
り
ま
す
(
一
部
抜

図ア 1日分の年次有給休暇が何時間分の時間単位年休に相当するのが

図6 王手;欠有給休暇の

時間単位付与の協定例

多彩。条 時間王手位によって取得す

る年次;有給体綴の日数は、当該労

議選手守が議議えし得る年次有給体綴f]

数の銭関で、� 5A以内とするc

雲寺i部ji佼竿材、i主、次年度に繰り

越された場合においても、前年度

からの繰り越し分も含めて5日以
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※自寺零変更権とは

「使用者は、年次有給休暇を

する時季に与えなけれはならない。

請求された時季に年次有給休暇

が事業の正常な運営を妨げる場合� 

L手、他の持季にこれを与えるこ之

とされている権利を言いますα

法た、� f計額約付与jとの関係は

うか?計麗約付与として時簡単佼年体を

与えることは認められないとされていますc

計溜的付与に関しては以下のように規定され

ています 3

※富十閥的付与とは

、労使協定により、年次有給休

暇を与える時撃に度する定め告したと� iぎに

は、労働省が毎年権引を取得する年次有給休

綴日数〈郊年度から繰り慈された分があると

きはその臼数ち含む〉のうち、� 56を怒える

滋分については、その定めにより年次有給体

般を与えること� 

f妥協震により5目

撃を決めること

三一口三=五γて寺子ご李主芸場;こεいて、� 20EliJ)年次

主= 子三� τvて ま記者のケースを想定してみます。こ

三マ主主二時，::d8i手次有給休暇と� 13闘の時間単位if休を取得

場合どうなるでしょか?

時簡単位年休は8時間で1自分の年次有給休暇に相当しま9"

から� 11日の年次有給休鍛と5時間の時間単位年休を取得した

ことになりますc 従いまして、次年度への繰り越しは、

20B - (11日とお鍔鶴)� =8日と3誇題� 

ということになります10
ここでの注意点;ふ� 8時間を総えたら常iこ1日繰りょげて計

事草することです。誤りやすいのが、時間単位年休について時

間単位で取得可能な年休日数5日に対して13時間の時間単位

年休を取得したことから、� 

5日一(1日と5時間)口� 3日と3時間

の時間単位年休が繰り越容れると考えるべきではないという

ことです3

さらに「持季変更権jとの関係はどうでしょうか?

もちろん持積単位年休も持者会変愛媛iJ)対象になりますが、

をE単位に変更しご絞らをさるとか逆に呂単位を雲寺煎

らせるとヵ、いうことは時空襲変更擦にあたらず認めら

れないとされていますっ右側に時等生変受争議に脅して解説を入

れておきましたのでご覧くださし、� 

で
は
な
く
、

か
ら
な
の
ぞ
す
ら
緩
い
止
め
、

返
残
業
に
よ
る
メ
シ
タ
ル
聞
の
顕
著


